
ザ

ナ
カ
ラ
ヰ
シ
ン
ク
ラ
ウ
ド
牟
弁
新
議
人
越
前

府
巾
に
於
い
て
前
間
利
家
に
仕

へ
、
株
三
百
石
を
受

け
た
。
子
孫
川
々
滞
に
品
川
へ
る
。

ナ
カ
ラ
ヰ
タ
ダ
ア
キ
ラ
宇
井
允
明

沼

田
h

七
右

術
門
。
絡
の
老
院
前
削
土
佐
守
に
仕
へ
た
山
口
宇
兵

衛
の
二
男
で
、
文
化
十
年
同
家
隠
牢
引
平
八
の
後
を

承
け
、
文
久
元
年
五
十
石
を
叫
仰
せ
ら
れ
た
。
允
明
は

山
聞
流
の
n
m
pr
を
能
く
し
た
が
、
師
承
は
明
ら
か
で
な

い
。
殴
郎
三
年
八
月
十
八
日
間
問
。

ナ
ガ
レ
ヤ
エ
ダ

流
安
田
石
川
部
長
鹿
庄
に
図

す
る
部
軒
。

ナ
カ
ヰ
中
居

臥
京
都
南
北
郷
に
邸
す
る
部
務
。

古
く
は
中
引
と
も
都
き
、
叉
巾
弁
南
に
糾
到
し
て
巾
升

北
と
も
い
う
た
こ
と
は
、
天
文
元
年
七
且
の
務
総
六

郷
南
出
掛
蚊
注
文
に
見
え
、
天
正
十
年
十
月
前
間
利

家
の
三
右
術
門
に
奥

へ
た
扶
持
の
宛
行
献
に
は
申
升

北
方
と
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
後
正
保
・覧
文
・点
字
の

高
辻
艇
に
中
時
・中
間
南
町
そ
中
間
爾
附
と
あ
る
。
能

積
名
跡
芯
に
、『
此
の
中
間
は
雨
村
・
北
村
と
別
れ
て
、

家
撤
回
首
相
許
あ

b
。
苛
は
禁
制
御
用
を
勤
め
て
、

諮
役
御
犯
の
御
中
尉
綴
な
り
し
般
名
と
す
。
此
の
叫
躍

を
市
出
の
郷
と
い
ふ
。
云
々
。
御
誼
代
官
一
人
在
住
。

期
阿
に
肝
煎
ご
入
。
提
言
宗
一
八
ヶ
寺
、
一
向
宗
一
一命寺
、

御
世
間
こ
か
寺
。
柏
村
氏
刺
は
六
町
大
明
利
と
て
、
制

中
士
一
糾
杉
氏
、
別
位
地
翻
院
也
。
南
村
氏
耐
は
山
王
櫨

到
也
。
云
七
ν
』
と
記
す
る
。

ナ
ガ
ヰ
一
北
井

江
沼
郷
商
，
圧
に
田
町
す
る
部
稿
。

笈
恕
紀
問
に
、
昔
永
井
村
の
領
で
、
仲
間
泣
か
ら
永
井

ナ
ガ
ラ
マ
チ

長
一
一
良
町
金
部
棚
田
耐
の
小
名
で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
の
博
町
名
と
し

た
。
此
の
地
は
野
町
寺
町
の
辺
、
陪
川
の
民
総
で
、

山
山
に
川
風
が
強
い
か
ら
、
も
と
は
吹
上
と
呼
ん
だ
所

で
あ
る
。

4・

の
方
に
下
る
道
の
左
右
に
九
，
寺
が
あ
っ
た
と
い
ひ
、

一

ナ
カ
ヰ
イ
モ
ジ
デ
ン
シ
ヨ
中
居
鋳
物
師
偲
書

世
し
て
家
断
紹
し
た
。

同
訟
に
ま
た
、
永
引
本
村
と
出
村
と
の
岐
に
か
ら
棟

一
一
加
。
能
積
以
宇
一部
中
尉
の
鉛
物
倒
等
が
家
に
川
田
へ
一

ナ
カ
ヰ
タ
ケ

9
Z
中
居
武
園

辺
都
武
次
郎
。

屋
敷
と
い
ふ
加
が
ゐ
っ
て
、
土
巾
か
ら
陶
刑制
の
拠
片

一
来
た
給
出
目
、
代
々
頂
滋
し
た
口
宣
案
、
前
例
利
家
等
一

臥
京
都
中
間
村
の
入
。
幼
よ
り
武
技
を
好
み
、
八
訟

を
出
す
と
記
す
る
。

一
ーか
ら
奥
へ
た
親
伶
・定
設
、
判
び
に
鎚
物
師
同
来
山
首
一
江
戸
に
往
い
て
桃
井
氏
の
門
に
県
び
、
天
保
三
年
前

ナ
ガ
ヰ
長
弁

以
来
制
大
屋
圧
に
即
す
る
部
古
川o
一
等
中
一紋

せ

た

も

の

で

あ

る

。

一

一

稿

泥

舟

に

就

き

、
叉
柳
原
鍵
育
に
従
う
て
創
出
棺
の
謁

能
官
名
跡
志
に
‘『
家
数
百
軒
泊
、
所
々
に
散
り
て
あ

一

ナ
カ
ヰ
ガ
ハ
中
居
川

以
来
初
洲
街
か
ら
訴
を
一
拠
を
紐
め
、
ィ
一
一
一
年
肥
後
指
本
に
赴
き
、
弘
化
三
年

り
。
よ
き
村
也
。
此
村
に
勘
十
郎
と
て
古
き
別
姓
あ

一
渡
し
、
政
芯
仙
に
掠
り
、
加
に
木
服
役
波

L
Mそ
縦
一

土
佐
に
遊
び
、
み
永
三
年
筑
前
田
川
附
に
歪
h
J、
安
政

h
v
。
利
家
よ
り
七
布
引
斗
の
御
部
付
あ
お
り
と
い
へ
ど

一
た
る
支
統
合
併
せ
て
彼
志
仙
川
と
都
し
、
下
流
巾
町
一
=
一
年
江
戸
に
巡
り
、
文
久
三
年
間
凶
持
携
の
上
治
す

も
、
御
技
持
頂
戴
せ
ず
。
是
は
利
家
公
御
桜
子
有
て
、
一
川
一
席
日
前
川
と
な
り
、
中
間
刊
の
巾
央
合
引
き
て
諒
一
る
や
、
そ
の
秘
術
の
任
に
詰
り
、定
番
歩
組
に
班
し
、

輪
島
の
御
旅
館
山
宇
俄
に
御
，X
に
て
、
此
長
升
へ
御
越

一
民
討
ぐ
。

一
後
金
慨
に
在
っ
て
従
弟
に
梁
を
授
け
た
。
武
凶
谷
貌

遊
ば
さ
れ
て
、
此
助
十
郎
が
家
に
御
前
あ
り
し
時
娘

一

ナ
ガ
ヰ
ガ

ハ

長
井
川

J
フ
ゲ
Y

ガ
ハ
以
来
一
魁
知
、
傍
羽
早
起
し
槍
そ
執
っ
て
馳
裂
の
欣
ψ

忙
な
す

き
し
御
刷
出
付
な
り
o
』
と
認
す
る
。

一
川
o

一
こ
と
二
千
四
に
及
ん
だ
。
明
治
刊
三
年
三
且
十
五
日

ナ
ガ
ヰ

長
井

J
ナ
ガ
ヰ
ザ
カ
長
井
坂
。

一

ナ
カ
ヰ
カ
マ
ヤ
中
井
釜
屋
天
正
十
年
ご
月
什

一
六
十
九
歳
を
以
て
波
。

ナ
ガ
ヰ
ア
リ
ヒ
ロ

長
弁
在
寛
泌
桝
平
昔
。
町
内

一
一
日
式
部
卿
法
印
い
制
作
あ
の
釘
献
に
、『
能
州
巾
弁
鍛
一

ナ
ガ
ヰ
ダ
エ

長
井
谷
間
出
初
聞問屋
・夕
日
寺
・

淵
附
左
術
門
託
行
の
子
で
、
長
升
助
在
山
間
門
桜
町
に

一
位
村
御
料
所
之
助
言
h

、』
と
あ
る
。

巾
引
彼
鹿
村
は
一
例
照
寺
の
務
部
絡
を
長
引
谷
と
い
ふ
。
恐
ら
く
は
長

義
は
れ
た
も
の
o
w品
政
イ
二
年
新
誌
に
列
し
、
烈
校

一
山品
市
部
巾
川
北
ハ
今
の
巾
阿
〉
青
、
鉛
物
仰
が
院
た
か
一
屋
谷
の
識
で
あ
ら
う
。

割
削
刷
と
在
。
、
文
化
一
一年
也
知
百
行
を
初
出
い
で
組
外

一
ら
さ
う
も
岳
う
た
の
で

あ

る

。

一

ナ
ガ
ヰ
ナ
ホ
フ
ル

一
武
井
尚
古

辺
鮮
民
、
寅

一

に
列
し
、
御
耐
口
物
役
に
任
じ
、
文
政
三
年
御
mu
物
部

一

ナ
カ
ヰ
キ
hm

中

居

北

↓

ナ
カ
ヰ
中
間
。

一
郎
0

・
討
は
上
坂
雨
左
術
門
の
二
子
で
、
永
訓
巾
筋
向

行
、
計
年
竹
糊
御
殿
附
御
釦
院
組
、
七
年
御
脈
問
中
行

一

ナ
カ
ヰ
コ
ウ
中
居
港

胤日品川郡
山宮取
の仰
山
々
木

一
芳
に
慈
は
れ
た
も
の
。
天
間
五
年
交
の
也
知
三
百
石

大
小
将
組
、
天
保
七
年
一
件
御
古
物
奉
行
、
イ
二
年
明

一
郎
と
、
巾
円
前
の
訓
明
バ
仰
と
の
加
に
あ
っ
て
、
港
一
を
受
け
て
組
外
に
列
し
、
次
い
で
大
小
将
組
に
椋
じ

倫
常
助
教
等
に
Mm任
し
た
o
在
立
字
は
政
郷
、

一
宇

一
口
一
山
市
に
聞
き
、
取
削
北
三
而
山
に
附
ま
れ
、
批
町
内
極
一
て
前
川
知
肢
の
御
抱
守
に
任
じ
、
写
和
三
年
来
小
将

は
子
殺
。
時
世
間
・陶刑制
・閉
山
知
叉
は
邸
内
刊
と
獄
し
、
ぷ

一
め
て
町
立
会
で
あ
る
。
父
制
附
ゲ
必
と

内
加
の
タ
ケ
ガ

一一航
日
か
ら
次
第
に
昇
進
し
て
御
先
筒
聞
に
主
り
、
文

永
元
年
限
阪
の
後
陶
務
そ
り
て
逝
緋
と
し
た
。
閉
山
共

一
ぬ
と
の
間
に

鈴
入
す
る
も
の
少
一
袋
Y浦
港
と
い
ひ
、

一
政
ご
年
に
裂
し
た
。

畠
の
山
科
目
風
を
怨
ん
で
之
宥
能
〈
し
、
文
台
て
弘
籾
百

一
中
町
港
の
支
出
で
あ
る

。

一

ナ
カ
ヰ
ノ
ザ
ン
エ
モ
ン
中
居
の
三
右
衛
門

閥

代
沼
略
の
編
綴
に
自
由
良
し
た
こ
と
も
あ
る
。
紙
延
冗

一

ナ
ガ
ヰ
ザ
カ

長
井
坂

以
来
郡
木
郷
に
凶
ず
る
一
京
都
中
町
の
人
。
鍛
物
附
染
者
の
長
で
、
甲
山
前
川
氏

年
二
月
間
日
。
苧
年
八
十
一
一
。
越
投
前
子
製
同
鋭
裂
の

一
部
務
。
惣
持
寺
文
引
日
永
和
四
年
四
月
引
七
日
抄
鮒
芝
一
と
僻
し
た
。
天
百
六
年
八
月
間同
辿
加
の
能
殺
に
伎
入

若
が
あ
る
。

一
型
済
活
朕
に
出
問
地
庄
な
が
い
村
と
見
え
、
同
寺
磁
大
一
し
て
穴
水
域
を
復
し
た
時
、
中
間
の
曲
折
陵
は
長
氏
の

ナ
カ
ヰ
イ
シ
中
居
石

以
南
北
部
中
間
に
産
す
る

一
組
版
刷
地
同
録
に
長
江
村
と
見
え
る
の
は
、
こ
の
長
一
泊
旅
を
思
ひ
、
同
志
と
共
に
之
に
加
犯
し
よ
う
と
し

石
材
。
卸
石
安
山
岩
で
、

勝
色
有
税
中
に
紫
色
際
航

一
升

坂

で

あ

る

。

一

た

が

、
附
城
に
在
っ
た
結
後
勢
は
、
十
六
日
海
上
か

斜
長
石
及
び
白
色
大
形
燃
朕
斜
長
行
合
含
み
、
殆
ど

一

ナ
ガ
ヰ
サ
ダ
エ
モ
ン

長
井
貞
右
衛
門
正
徳
五
一
ら
中
目
的
を
間
関
ひ
、
火
を
政
ち
人
を
殺
し
た
。
排
鹿
乃

際
岩
に
開
削
す
る
。

一
年
父
泊
四
郎
の
治
知
九
十
石
断
袋
い
で
御
邸
周
4
甲
小
一
ち
恐
れ
て
、
越
後
勢
の
伐
に
力
を
致
さ
ん
こ
と
を
捉

ナ
カ
ヰ
イ
モ
ジ
中
居
鐸

物

師

↓

イ

モ

ジ

鉛

一
一凶
と
な
り
、
見
保
三
年
=
一
J
1
石
を
附
し
て
組
外
に
浩
一
言
し
た
の
で
、
穴
水
の
城
終
長
部
筑
前
光
例
は
、
緋

物

問

。

み

、
延
平
二
年
説
。
子
孫
凶
代
山
一
助
品
開
三
の
一
中
早
一
隆
の
七
尾
城
市
鯵
坂
長
。
れ
に
忠
誠
を
出
世
す
る
縦
件
で

十
力

...... ，、

O 


